
公民  1 0 中 3  社会 ふつう  その 3 こたえ

自由権
名前

月 日

現代社会 憲法 政治 経済 国際社会 これから

今
日
の
問
い

憲法は、国家から人々の自由をどのように守っているのだろう。
語群はありません。習ったことを思い出して書こう。

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 自分に不利な供述を強いられない権利を という。

2 学問の自由は、憲法の で保障されている。

3 何を考え信じるかを国が強制しない自由を という。

4 財産権は、憲法の で保障されている。

5 拷問や残虐な刑罰の禁止は、憲法の に定められている。

6 豊かな生活を営む土台となる自由を という。

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 逮捕には、原則として裁判官の出す令状が必要である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

8 居住・移転・職業選択の自由は、精神の自由に含まれる。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

9 経済活動の自由は、精神の自由に比べて公共の福祉による制限を受けやすい。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

10 思想・良心の自由は、何を考え信じるかを国が強制しない自由である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

11 黙秘権について、正しいものを選びなさい。　( エ )

ア 自分に有利なことだけを話す権利である イ 取り調べを一切受けない権利である

ウ 弁護人を選ぶ権利である エ 自分に不利なことを話さなくてよい権利である

12 公共の福祉による制限について、正しいものを選びなさい。　( ア )

ア 精神の自由に比べ、経済活動の自由は受けやすい イ 精神の自由だけが受ける

ウ 身体の自由だけが受ける エ すべての自由で受けない

できた / 12

黙秘権

第23条

思想・良心の自由

第29条

第36条

経済活動の自由

経済活動

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら

ちりつもドリル
学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへの掲載・販

売はできません。
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